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1 .第 I支群遠景(南から)発掘前

2.第 I支群近景(南から) 発掘前
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1 .第 I支群全景(東から)

2.第 I支群全景(東から)
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図版3

一
号
窯
全
景

(
東
か
ら
)

(西から)1号窯焼成部
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2. 



図版4

1. 1号窯焼成部(東から)

2. 1号窯焚口(東から)

-102 -



図版4

1. 1号窯焼成部(東から)

2. 1号窯焚口(東から)
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図版5
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(西から)1号窯煙道関口部
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図版6

1. 1号窯窯尻
2. 1号窯煙出し部

3. 1号窯煙道関口部検出状態

4. 1号窯煙道関口部
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図版7

1. 1号窯焼成部

3.煙道閉鎖石出土状態 4.煙道閉鎖石および遺物出土状態

5.煙道閉鎖石出土状態 6.煙道閉鎖石および遺物出土状態
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図版8

ハ
h
uハU

T
B
A
 

ー、

2

号

窯

全

景



図版9
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図版10

1. 3号窯煙道検出状態 2. 3号窯煙道

3. 3号窯煙出部 4. 3号窯燃焼部

5. 3号窯焚口(珊瑚柱状石) 6. 3号窯焚口付近
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図版12

1. 5号窯焚口付近(束力、ら)

2. 5号窯焼成部(西から)
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図版13

1. 4号窯・ 5号窯堆積状態 2. 5号窯焼成部(西から)

3. 5号窯前庭部堆積状態 4.楕円形掘り込み遺構

5.灰 2層堆積状態 6.楕円掘り込み遺構堆積状態
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図版14

1. 6号窯焚口付近

2 .楕円形掘り込み遺構
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図版15

1. 7号窯灰原断面

2. 6号窯注口出土状態 3. C -2区灰原堆積状態

4. 3号灰原断面
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図版16

1. B一2区灰原堆積状態(東から)

2. Bー 2区灰原堆積状態(南東から)
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図版17

1. Bー 2区北断面灰原堆積状態(南東から)

2. B-2区東断面灰原堆積状態(南西から)
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図版19
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出土遺物
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図版20

出土遺物

-118 -



図版21
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図版24

出土遺物
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図版25

出土遺物
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図版26

出土遺物(焼台)
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あとがき

カムィヤキ古窯跡 Eの発掘調査報告書もようやく刊行にこぎつけた。

今回の報告は， 12月の発掘から年度末の報告書作成まで非常に短期間であり，詳細にわたっ

て内容を検討するだけの時間がなく不備な点が多く，問題点を全て積み残したままである。

調査にあたっては，できる限り詳細な記録をとるように心がけ，またそのすべてを掲載する

ことに留意したが，必ずしも十分でなく満足いかないものとなり，今となっては何等なす術も

Tよし、。

今回の調査では，貴重な資料が数多く出土しており，今後，総体的な検討・研究が望まれる。

発掘調査にあたり，作業員として働いてくださった地元の方々，整理作業を担当していただ

いた文化課収蔵庫の方々に心から感謝の意を表わし，むすびとしたい。最後に，発掘調査にあ

たり義憲和・四本延宏・成尾英仁氏，整理作業においては，文化課の戸崎勝洋・ 吉永正史・繁

昌正幸・立神次郎・弥栄久志・牛ノ浜修・長野真一・宮田栄二氏には実測・トレースの協力を

いただいた。深謝。

発掘調査作業員

明山安栄，叶 米起，稲泉隆司，横山矩久，嶺山哲博

常 善孝，稲田実三，牧島世造，明山フミ，叶 アサ

松岡キク，嶺山八重子，荻田信子，常 ヨシ，谷村信子

稲田トキ子，有馬喜久美

整理作業員

木田安枝，高倉晴美， LlJ口富子，七枝良子，大木はるみ
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